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計画（案）作成

後期基本計画
策定
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市長より諮問

議員7人参加

調査・分析

職員参加

情報提供

質疑

回答

市長へ答申

意見

PR・周知

情報提供

報告

報告

設置

計画案提案

意見

公募3人参加

1  策定の経緯

（1） 策定の概要

後期基本計画
素案決定

パブリック・
コメント手続
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（2） 策定体制

《総合計画審議会》

●市長の諮問に応じて、委員30人が本基本計画の策定に関して必要な調査及び審議を行った。

●令和6年7月4日から令和7年7月22日の期間で8回開催した。

●令和7年7月22日に「府中市総合計画について（答申）」を提出した。

《起草委員会》

●総合計画審議会委員から選出した委員8人が本基本計画の素案を検討・作成し、総合計画審議会に報告した。

●令和6年12月5日から令和7年6月6日の期間で7回開催した。

《市民意識調査・市政世論調査》

●無作為抽出した市民を対象とする市民意識調査（対象：18歳以上の市民3,000人）及び市政世論調査（対象：

18歳以上の市民1,500人）の調査結果を、計画立案の基本情報として活用した。

《タウンミーティング》

●無作為抽出した市民3,000人から参加者を募り、延べ122人が参加した。また、意見交換を補助するため、市職

員延べ91人が参加した。

●公募市民と市職員が協働で、本基本計画策定に向けた計画見直しの論点や協働の実践に向けた取組のアイデ

アなどについて意見交換を行った。

●令和6年7月27日から令和6年9月28日の期間で5回開催した。

●意見は、審議会における審議や庁内での検討作業において参考とされた。

《グループミーティング》

●市内活動団体、協定締結企業、協定締結大学等から参加者を募り、延べ54団体59人が参加した。

●基本目標ごとにグループに分かれて、市民協働に向けたネットワークづくりなどについて意見交換を行った。

●令和6年8月26日の午後・夜間に2回開催した。

●意見は、審議会における審議や庁内での検討作業において参考とされた。

《府中若者ミライ会議》

●高校生以上23歳以下の若者（在勤・在学等を含む。）を対象に参加者を募集し、9人が参加した。

●「30年後に住みたいまち」をテーマに、グループごとに意見交換を行った。

●令和6年8月7日に開催した。

●意見は、審議会における審議や庁内での検討作業において参考とされた。
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総合計画審議会（答申）

総合計画審議会の様子

《パブリック・コメント手続》

●令和7年8月25日から令和7年9月24日まで、市の広報やホームページ等を通じて本基本計画案に対する意見

を募集し、22名から87件の意見を得た。

《庁内検討体制》

●施策や事務事業を所管する担当部署が中心となり、課題や施策の展開方針について分析・検討を行った。

●課題や施策の展開方針の検討に際しては、各部課の職員がタウンミーティングに参加して得た市民の声を

十分に踏まえて検討を行った。

●起草委員会に市職員延べ101人が同席し、質疑への回答や情報提供等を行った。

巻末資料 1　策定の経緯
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（3） 策定の経緯

年月日 名称 内容

令和6年

7月4日 第1回総合計画審議会 総合計画審議会委員の委嘱、諮問

7月27日 第1回タウンミーティング 総合計画の説明

8月7日 府中若者ミライ会議 都市像につながるイメージについて、若者による意
見交換

8月10日 第2回タウンミーティング 基本目標1について、基本施策ごとにグループに分
かれて意見交換

8月17日 第3回タウンミーティング 基本目標2について、基本施策ごとにグループに分
かれて意見交換

8月26日 グループミーティング 地域課題の解決に向けた協働の取組について意見
交換（2回実施）

9月21日 第4回タウンミーティング 基本目標3について、基本施策ごとにグループに分
かれて意見交換

9月28日 第5回タウンミーティング 基本目標4について、基本施策ごとにグループに分
かれて意見交換

10月11日 第2回総合計画審議会 後期基本計画の章立て・構成の確認、起草委員会
の設置

11月15日 第3回総合計画審議会 市民意見収集状況の報告

12月5日 第1回起草委員会 基本目標1の素案作成

12月10日 第2回起草委員会 基本目標2の素案作成

令和7年

1月17日 第4回総合計画審議会 基本目標1及び2の素案の審議

1月23日 第3回起草委員会 基本目標3の素案作成

2月6日 第4回起草委員会 基本目標4の素案作成

2月21日 第5回起草委員会 基本目標1及び2に対する委員意見への対応の検討

3月24日 第5回総合計画審議会 基本目標3及び4の素案の審議

4月17日 第6回起草委員会 基本目標3及び4に対する委員意見への対応の検討、
行財政運営・重点プロジェクト・序論の素案作成

5月20日 第6回総合計画審議会 行財政運営・重点プロジェクト・序論の素案の審議

6月6日 第7回起草委員会 行財政運営・重点プロジェクト・序論に対する委員
意見への対応の検討

6月26日 第7回総合計画審議会 「府中市総合計画について（答申案）」の審議

7月22日 第8回総合計画審議会 「府中市総合計画について（答申）」を提出

8月25日〜9月24日 「第7次府中市総合計画後期基本計画（案）」を公表、パブリック・コメント手続
を実施

令和8年
1月 「第7次府中市総合計画後期基本計画」策定

3月 「第7次府中市総合計画後期基本計画書」発行
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（4） 府中市総合計画審議会・起草委員会委員名簿

選出区分 委員名 団体役職名等 備考

1

市議会議員
（7人）

秋 田 りゅういち 府中市議会議員 R6.11.11退任

2 秋 山　としゆき 府中市議会議員

3 竹　内　祐　子 府中市議会議員

4 にしみや　幸 一 府中市議会議員 R7.1.17委嘱
R7.5.13退任

5 西　村　　　陸 府中市議会議員

6 前　川　浩　子 府中市議会議員

7 宮 田　よしひと 府中市議会議員

8 山　本　真　実 府中市議会議員

9 渡　辺　しょう 府中市議会議員 R7.5.20委嘱

10 教育委員会 田　中　亜衣子 府中市教育委員会委員

11 農業委員会 市　川　耕　作 府中市農業委員会会長

12

公共的団体
役員

（11人）

秋　山　賢太郎 むさし府中青年会議所直前理事長 起草委員

13 伊　藤　敏　春 府中市社会福祉協議会会長 起草委員、R7.6.16退任

14 北　島　章　雄 府中市社会福祉協議会会長 R7.6.26委嘱

15 小野寺　　　淳 府中市スポーツ協会会長

16 志　水　清　隆 府中市自治会連合会顧問 起草委員会副委員長

17 田　中　勝　彦 むさし府中商工会議所会頭

18 長　崎　益　治 連合三多摩顧問 R7.7.7退任

19 中　村　洋　子 府中市芸術文化協会会長

20 林　　　宏　信 府中市シニアクラブ連合会会長

21 峯　　　佳　毅 府中市医師会副会長

22 𠮷𠮷　垣　親　伸 府中市立小中学校PTA連合会顧問

23 渡　辺　浩　章 府中観光協会専務理事 起草委員

24

学識経験者
（6人）

青　山　　　亨 東京外国語大学副学長 起草委員

25 ○ 金　子　　　憲 日本大学経済学部教授 起草委員会委員長

26 菊　地　端　夫 明治大学経営学部公共経営学科教授 起草委員

27 小　山　有　彦 東京都議会議員

28 ◎ 中　島　正　裕 東京農工大学大学院農学研究院教授

29 山　口　真佐子 桜美林大学特任教授 起草委員

30
公募市民
（3人）

秋　池　　　潔 公募市民

31 藤　野　暢　幸 公募市民

32 谷田部　知津子 公募市民

33 市職員 古　森　寬　樹 府中市副市長

◎会長　○副会長

（敬称略、区分ごと五十音順）
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（5） グループミーティング参加団体一覧（令和6年8月26日開催）
（分野ごと、五十音順）

区分 分野 団体名 分野 団体名

第
１
部

保
健
・
福
祉

一般社団法人ケアラーワークス

生
活
・
環
境

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

一般社団法人府中市医師会 一般社団法人東京都建築士事務所協会南部
支部

大塚製薬株式会社 一般社団法人むさし府中青年会議所

公益社団法人府中市シルバー人材センター キャピタル・かたばみ共同企業体（府中公園管
理事務所）

社会福祉法人 多摩同胞会 府中市立特別養護
老人ホームあさひ苑 キユーピー株式会社中河原工場

食育推進リーダー　パプリカ 東京ガス株式会社

ノルディックでつながる会 東京電力パワーグリッド株式会社武蔵野支社

ふちゅう子育て応援団連絡会「子育て会議」 特定非営利活動法人府中かんきょう市民の会

府中市作業所等連絡協議会 日本郵便株式会社

府中市肢体不自由児者父母の会 日本たばこ産業株式会社 東京支社 武蔵野サ
テライト

府中市社会福祉協議会

府中市助産師会

府中市私立幼稚園協会

府中市聴覚障害者協会

府中市民生委員児童委員協議会

府中市立介護予防推進センター

府中地区保護司会

明治安田生命保険相互会社

第
２
部

文
化
・
学
習

株式会社読売巨人軍​

都
市
基
盤
・
産
業

株式会社セブン-イレブン・ジャパン

郷土の森博物館運営グループ 株式会社日本旅行

公益財団法人府中文化振興財団 府中の森芸
術劇場 株式会社まちづくり府中

サントリーホールディングス株式会社 株式会社三井住友銀行

青少年対策地区正副委員長会 京王電鉄バス株式会社 運輸営業部乗合事業
担当

東京外国語大学 多摩信用金庫

府中市芸術文化協会 東京農工大学

府中市史談会 特定非営利活動法人府中観光協会

府中市自治会連合会 府中市商店街連合会

府中市生涯学習ボランティア「悠学の会」 府中市農業後継者連絡協議会

府中市スポーツ協会 むさし府中商工会議所

府中市スポーツ推進委員会 明星中学校・高等学校

府中市立小中学校PTA連合会

ボランティア地域美術
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2  関係条例・規則

府中市総合計画条例

平成24年6月27日

条例第12号

     （目的）

第1条　この条例は、総合計画の構成及び位置付け並びにその策定方針を明らかにするとともに、総合計画の策

定等に関し必要な事項を定めることにより、市民に対し、総合計画の策定過程を明確にし、かつ、その策定へ

の参加を進め、市民の理解と協力の下に総合計画を策定し、もって府中市（以下「市」という。）のまちづくりの

ための基本的な施策を着実に推進することを目的とする。

     （定義）

第2条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。

　（1）　総合計画　市の将来の長期的な展望の下に市政のあらゆる分野を対象とした総合的かつ計画的なま

ちづくりの指針をいう。

　（2）　基本構想　市のまちづくりの基本的な理念であり、市の目指す新しい都市像及び将来の基本目標を示

すものをいう。

　（3）　基本計画　市のまちづくりの基本的な計画であり、基本構想における都市像及び基本目標を踏まえた

施策の基本的方向及び体系を示すものをいう。

     （構成及び位置付け）

第3条　総合計画は、基本構想及び基本計画で構成する。

2　総合計画は、市の最上位の計画とし、市が別に策定する個別の行政分野に関する計画の策定又は変更に当

たっては、総合計画との整合を図らなければならない。

     （策定方針）

第4条　総合計画は、市の最上位の計画としての位置付けを踏まえ、総合的見地から策定されなければならない。

2　総合計画は、適切な計画期間を設定し、その時々の地域の実情、社会経済情勢の変化等を踏まえ、これらに

適合するように策定されなければならない。

3　総合計画は、市民の意見を十分に反映させるための必要な措置を講じた上で、市民との協働によって策定さ

れなければならない。

4　前3項の規定は、総合計画の変更について準用する。

     （府中市総合計画審議会）

第5条　市長は、総合計画の策定又は変更に当たっては、あらかじめ、附属機関（地方自治法（昭和22年法律第

67号）第138条の4第3項の規定により設置する市長の附属機関をいう。）に諮問するものとする。

2　前項の規定による諮問に応じて調査し、及び審議するため、府中市総合計画審議会（以下「審議会」という。）

を置く。

3　審議会は、市長が任命し、又は委嘱する委員30人以内をもって組織する。

4　委員の任期は、2年とし、再任されることを妨げない。ただし、委員が欠けた場合における補充の委員の任期

は、前任者の残任期間とする。
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5　前2項に定めるもののほか、審議会の組織及び運営に関し必要な事項は、規則で定める。

     （議会の議決）

第6条　市長は、基本構想を策定し、又は変更しようとするときは、議会の議決を経なければならない。

     （公表）

第7条　市長は、総合計画を策定し、又は変更したときは、速やかにこれを公表するものとする。

     （策定後の措置）

第8条　市長は、総合計画に基づく施策を計画的に実施するために必要な措置を講ずるほか、その実施状況に

ついて、適宜に公表するものとする。

     （委任）

第9条　この条例の施行について必要な事項は、市長が定める。

　　付　則

     （施行期日）

1　この条例は、公布の日から施行する。

     （府中市総合計画審議会条例の廃止）

2　府中市総合計画審議会条例（昭和42年3月府中市条例第5号）は、廃止する。

     （審議会の委員に関する経過措置）

3　この条例の施行の際現に前項の規定による廃止前の府中市総合計画審議会条例第3条第2項の規定に基づ

き委員の職にある者は、第5条第3項の規定に基づく委員とみなす。

4　前項の規定により委員とみなされる者の任期は、第5条第4項の規定にかかわらず、平成25年3月31日までと

する。
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府中市総合計画審議会規則

平成24年6月27日

規則第24号

　（趣旨）

第1条　この規則は、府中市総合計画条例（平成24年6月府中市条例第12号）第5条第5項の規定に基づき、府中

市総合計画審議会（以下「審議会」という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。

　（審議会の委員）

第2条　審議会の委員は、次に掲げる者のうちから、市長が任命し、又は委嘱する。

　（1）　府中市議会の議員

　（2）　府中市教育委員会の教育長又は委員

　（3）　府中市農業委員会の委員

　（4）　公共的団体の役員

　（5）　学識経験を有する者

　（6）　公募による市民

　（7）　府中市の職員

　　　  （平27規則16・令元規則33・一部改正）

　（会長及び副会長）

第3条　審議会に会長及び副会長を置き、委員の互選によりこれらを定める。

2　会長は、審議会を代表し、会務を総理する。

3　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。

　（審議会の会議）

第4条　審議会の会議は、会長が招集し、会長が議長となる

2　審議会は、過半数の委員の出席がなければ会議を開くことができない。

3　審議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

　（雑則）

第5条　この規則に定めるもののほか審議会の運営について必要な事項は、会長が審議会に諮って定める。

　　付　則

この規則は、公布の日から施行する。

　　付　則（平成27年3月24日規則第16号）

この規則は、平成27年4月1日から施行する。

　　付　則（令和元年12月23日規則第33号）

この規則は、公布の日から施行する。

巻末資料 2　関係条例・規則
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№ 分
野 計画名称

基本
施策 
番号

計画期間 関連する
審議会等 策定の目的

1

保
健
・
福
祉

第3次府中市保健
計画・第3次府中市
食育推進計画

1-1 R3〜R8
府中市保健計画・
食育推進計画推進
協議会

健康を取り巻く国や東京都の政策動向や
社会情勢の変化を踏まえ、市民の健康寿
命の更なる延伸を図るため、地域のつな
がりを重視した健康づくりを推進する健
康施策の指針として策定。

2
第2次府中市自殺
総合対策計画

1-1 R6〜R10
府中市保健計画・
食育推進計画推進
協議会

自殺対策基本法及び国の自殺総合対策大
綱が改正され、市町村に自殺対策計画の
策定が義務付けられたことから、取組をよ
り一層進めていくことを目的に策定。

3 府中市こども計画 1-2 R7〜R11
府中市子ども・子育
て審議会

教育・保育及び地域子ども・子育て支援事
業の提供体制の確保、その他子ども・子育
て支援環境の推進を目的に策定。

4
府中市高齢者保健
福祉・介護保険事
業計画（第10期）

1-3 
1-5

R9〜R11

府中市高齢者保健
福祉計画・介護保険
事業計画推進等協
議会

介護保険等の国の制度改正や社会情勢
の変化に伴う新たな課題に対応し、高齢
者が安心して暮らせる社会を実現するた
めに策定。

5 府中市障害者計画 1-4 R3〜R8
府中市障害者計画
推進協議会

障害のある人もない人も、お互いに尊重し
合い、市民全てが安心して自立（自律）した
暮らしができる地域社会をつくることを目
的として策定。

6
障害福祉計画（第7
期）

1-4 R6〜R8
府中市障害者計画
推進協議会

障害のある人の地域生活等に関する成果
目標、障害福祉サービス等の必要な見込
量やその確保策などを定め、障害のある
人の日常生活や社会生活を支援すること
を目的として策定。

7
障害児福祉計画（第
3期）

1-4 R6〜R8
府中市障害者計画
推進協議会

障害のある児童に関する成果目標、障害児
通所支援等の必要な見込量やその確保策
を定め、障害のある児童の日常生活や社会
生活を支援することを目的として策定。

8
府中市国民健康保
険保健事業実施計
画（第2期）

1-5 R6〜R11
府中市国民健康
保険運営協議会

府中市の国民健康保険被保険者の健康意
識の向上及び健康の保持増進並びに医療
費の適正化を図ることを目的として策定。

9
第4次府中市住宅
マスタープラン

1-6
2-5
4-1

R4〜R11
府 中市 住 宅マス
タープラン検討協
議会

市民の住生活の安定の確保及び向上の
促進に関する施策を総合的かつ計画的に
推進することを目的として策定。

10
府中市地域福祉計
画・福祉のまちづく
り推進計画

1-7 R3〜R8
府中市福祉のまち
づくり推進審議会

地域共生社会の実現に向け、住民に身近
なエリアにおいて、地域の課題を我が事と
して捉え、解決を試みることができる地域
づくりを推進するとともに、ユニバーサル
デザインの理念に基づいた福祉のまちづ
くりを目指した計画として策定。

3  個別計画一覧
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№ 分
野 計画名称

基本
施策 
番号

計画期間 関連する
審議会等 策定の目的

11
保
健
・
福
祉

府中市福祉計画

1-3
1-4
1-5
1-7

R3〜R8
府中市福祉計画検
討協議会

地域共生社会の実現に向けて、本市にお
ける福祉の基本理念を定めると共に、福
祉施策を進めていく上での考え方や本理
念を実現するための仕組みと基本視点等
を示し、福祉施策を総合的かつ包括的に
推進するための計画として策定。

12

生
活
・
環
境

第3次府中市環境
基本計画

2-1 
2-2

R5〜R12 府中市環境審議会

現在及び将来の市民が健康で安全かつ暮
らしやすい生活を営む上で必要とする良
好で快適な環境を確保することを目的に、
環境の保全に関する目標、施策の方向性の
ほか、施策を総合的かつ計画的に推進する
ために必要な事項を定めるものとして策定。

13
府中市緑の基本計
画2020

2-1 R1～R10
府中市緑の基本計
画検討協議会

“緑育”のまちづくりを計画テーマとした
本市の将来像を描き、今後の府中市の緑
地の保全と緑化の推進に関する施策を総
合的かつ計画的に推進していくことを目
的として策定。

14
第5次府中市職員
エコアクションプラ
ン

2-2 R5〜R12 −

本市の職員が、事務事業の実施に伴う環境
への負荷を低減するための行動を自ら率
先して実行することにより、地球温暖化対
策を始めとする地球環境保全施策の推進
を図ることを目的として策定。

15
第3次府中市空家
等対策計画

2-2 R8〜R11
府中市空家等対策
協議会

市民の生活環境の保全や空き家問題に関
する本市の考え方を明確にするとともに、
これらの対策をより具体的に推進してい
くため、計画を策定。

16
府中市一般廃棄物
処理基本計画

2-3 R5〜R9
府中市廃棄物減量
等推進審議会

循環型社会の実現を目指し、一般廃棄物・
生活排水の適正処理、3Rの推進及び食品
ロス削減などにかかる本市の中長期的な施
策展開についての指針を明確に示し、市民
や事業者と連携することを目的として策定。

17
府中市交通安全計
画

2-4 R5〜R12
交通安全対策審議
会

市内の交通事故件数については、全体と
しては減少傾向ではあるものの、高齢者
や子どもが当事者となる事故の割合は依
然として高い状況が続いている。そのため、
全市的な取組を強化し、更なる交通事故
減少を目指すために策定。

18
府中市地域防災計
画

2-5 R6～ 府中市防災会議

震災、風水害等に係る予防対策、応急復
旧対策等を実施することにより、市民の生
命・財産を災害から守ることを目的として
策定。

巻末資料 3　個別計画一覧
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№ 分
野 計画名称

基本
施策 
番号

計画期間 関連する
審議会等 策定の目的

19

生
活
・
環
境

府中市国民保護計
画

2-5 H30〜
府中市国民保護協
議会

武力攻撃や大規模テロ等の事態が発生し
た際に、市が迅速・的確に市民を保護する
ことを目的として策定。

20
府中市国土強靭化
地域計画

2-5 R3〜 −

大規模な自然災害が発生しても、市民の
生命・財産や地域の社会経済活動が致命
的な被害を負うことがない「強さ」と、迅速
に回復する「しなやかさ」を併せ持つ、強靭
な地域をつくることを目的に策定。

21
府中市耐震改修促
進計画

2-5 R8〜R17 −

市内の建築物の耐震化を計画的かつ総
合的に促進することで、市街地の防災性
を高め、震災から市民の生命や財産を守
り、災害に強いまちづくりを進めることを
目的として策定。

22

文
化
・
学
習

府中市の教育に関
する大綱（第2期）

3-1
～

3-6
R4～R11 −

教育、芸術及び文化の振興に関する総合
的な施策について、目標や施策の根本と
なる方針を明らかにし、市民と市との協働
の推進により、教育行政の充実を図るた
めに策定。

23
府中市文化センター
のあり方に関する基
本方針

3-1 R5〜
府 中市 文 化セン
ターあり方検討協
議会

文化センターの老朽化対策を着実かつ計
画的に進めるため、施設整備に係る中長
期的なスケジュール等を示すとともに、機
能や運営方法など文化センターのあり方
に係る基本的な考えを定める方針として
策定。

24
第7次府中市男女
共同参画計画

3-1 R7〜R11
府中市男女共同参
画推進協議会

男女が性別にかかわらず、その個性と能力
を十分に発揮することができる男女共同
参画社会の形成に寄与するために策定。

25
第3次府中市生涯
学習推進計画

3-2 H31〜R8
府中市生涯学習審
議会

一人ひとりが学習した内容を地域に活か
す「学び返し」の理念の強化とそれに基づ
く生涯学習の活性化、生涯学習全体の統
合・調和機能の強化、広域イベントと府中
市の地域振興との連携を目的として策定。

26
第5期府中市子ども
読書活動推進計画

3-2 R6～R11
府中市子ども読書
活動推進委員会

市と市民の協働により、子どもの読書環境
がより一層整備され、子どもが本を楽しみ、
読書する力を身に付け、個性豊かで、健や
かに成長し、人生をより豊かに生きること
を目的として策定。

27
第2次府中市文化
芸術推進計画

3-3 R8〜R15 −
本市の文化・芸術に関する施策を効率的・
効果的かつ計画的に推進することを目的
として策定。
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№ 分
野 計画名称

基本
施策 
番号

計画期間 関連する
審議会等 策定の目的

28

文
化
・
学
習

国史跡武蔵国府跡
（国司館地区）第2
期整備基本計画

3-3 R8〜
府中市文化財保護
審議会

国史跡武蔵国府跡（国司館地区）の保存
と活用に当たり、平成30年度に完了した
第1期整備事業に続き、新たに第2期整備
事業を推進するために策定。

29

東京都指定有形文
化財（建造物）内藤
家住宅保存活用計
画

3-3 R8～
府中市文化財保護
審議会

内藤家住宅の文化財的価値についての理
解と考え方を示すとともに、活用の方針を
明らかにするために策定。

30
第2次府中市スポー
ツ推進計画

3-4 R4〜R11
府中市スポーツ推
進計画検討協議会

近年の社会情勢の変化やスポーツの社会
的役割の増大、市民のスポーツへの意識
の高まりに応えられるよう、また、より具体
的に「スポーツタウン府中」の発展を目指
すことを目的として策定。

31
第3次府中市学校
教育プラン

3-5 R4～R11
府中市学校教育プ
ラン検討協議会

教育を取り巻く環境が大きく変化する中、
引き続き、学校・地域・関係機関等と連携
した上で、一体となって子どもを育成して
いくため、今後の学校教育施策の指針とし
て策定。

32
第2次府中市学校
施設改築・長寿命
化改修計画

3-5 R7〜R37
府中市学校施設老
朽化対策推進協議
会

学校施設の老朽化対策を進める上で、基
本的な考え方や中長期的なスケジュール
や費用を示すことにより、学校施設の老朽
化対策を着実かつ計画的に実施できるよ
う策定。

33
府中市青少年健全
育成基本方針

3-6 毎年度
府中市青少年問題
協議会

青少年の健全な育成を目的として、関係
機関との連携を図り、施策を推進するた
めの方針として策定。

34

都
市
基
盤
・
産
業

府中市都市計画に
関する基本的な方
針

4-1 R3〜R23
府中市都市計画審
議会

都市計画法第18条の2の規定に基づき、
本市の都市整備の方向性を示す基本計
画として策定。

35 府中市景観計画 4-1 R4〜R23
府中市土地利用景
観調整審査会

豊かな自然や歴史、文化をいかし、府中ら
しい景観を保全・形成することを目的に、
景観形成の基本方針と具体的な施策を示
す計画として策定。

36
府中市地域公共交
通計画

4-1 R5〜R11
府中市地域公共交
通協議会

「誰もが自由に移動ができる　まちづくり
と連携した　持続可能な地域公共交通」
を目指す本市の地域公共交通のマスター
プランとして策定。

37
府中市地域公共交
通ネットワーク再編
計画

4-1 R7〜R11
府中市地域公共交
通協議会

府中市地域公共交通計画に基づく施策と
して、地域公共交通ネットワークの再編を
計画的に行うことを目的として策定。

巻末資料 3　個別計画一覧
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№ 分
野 計画名称

基本
施策 
番号

計画期間 関連する
審議会等 策定の目的

38

都
市
基
盤
・
産
業

府中市バリアフリー
基本計画

4-1 R7〜R16
府中市移動等円滑
化促進方針等推進
協議会

誰もが円滑に移動や施設の利用ができる
よう、面的・一体的なバリアフリー化を図
ることを目的として策定。

39

第2次国指定天然
記念物馬場大門の
ケヤキ並木保護管
理計画

4-2 R8〜
府中市文化財保護
審議会

国指定天然記念物馬場大門のケヤキ並木
を守り、育て、次世代に確実に引き継いで
いくために策定。

40
府中市中心市街地
活性化ビジョン

4-2 R4〜R12 −

中心市街地の課題を踏まえ、本市全体が
より活力のある地域となるため、その核と
して、魅力と活力を創出する本市の「顔」に
ふさわしい中心市街地の形成を目指すた
めに策定。

41
都市再生整備計画

（府中駅・府中本町
駅周辺地区）

4-2 R5〜R9 −
中心市街地活性化ビジョンに位置付ける
中心市街地区域の活性化と回遊性のある
まちづくりの実現のために策定。

42
分倍河原駅周辺地
区まちづくり基本
計画

4-2 R2〜 −

分倍河原駅周辺地区において、交通基盤
の整備と連携したまちづくりを一体的に
推進するとともに、地域住民や交通事業
者を始めとした関係者との協働によるま
ちづくりを実現することを目的として策定。

43
府中市都市・地域
交通戦略【分倍河原
駅周辺地区】

4-2 H30〜R18

府中市都市・地域
交通戦略（分倍河
原駅周辺地区）推
進協議会

分倍河原駅周辺地区において、戦略的な
都市交通施策を展開することを目的とし
て策定。

44
府中基地跡地留保
地及び米軍通信施
設跡地利用計画

4-2 R7〜 −

大規模国有地である府中基地跡地留保
地及び米軍通信施設跡地の土地処分が
進められるに当たり、当該地の今後の土
地利用の方針を示す計画として策定。

45 桜通り等改修計画 4-3 H27〜R16 −

樹齢60年以上に達している桜は、老齢化
及び大木化の進行に伴い、落枝や害虫・
菌類の浸食、植栽マスの破損や歩道の根
上がりなどの課題が生じており、更新時
期に直面しているため改修計画を策定。

46
府中市無電柱化推
進計画

4-3 R8〜R19 −

電柱及びそれに付随する電線類を撤去し、
地中化などの手法によって、安全で快適な
都市空間の形成を目指す無電柱化の考え
方に基づき、市内における基本方針を定
めるとともに、優先的に整備すべき路線を
抽出することで、総合的かつ計画的に無
電柱化を推進することを目的に策定。
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№ 分
野 計画名称

基本
施策 
番号

計画期間 関連する
審議会等 策定の目的

47

都
市
基
盤
・
産
業

府中市下水道マス
タープラン2020

4-3 R2〜R31
府中市下水道マス
タープラン検討協
議会

本市の下水道事業における多様な課題
に取り組むため、中長期的な視点による
安定的かつ有効的な整備方針及び経営
方針を明らかにすることを目的に策定。

48
府中市商店街振興
プラン

4-4 R4～R11
府中市商店街振興
プラン検討協議会

商店街を取り巻く社会情勢の変化を受
けて、内容を見直すとともに、多様化する
ニーズへの対応と、商店街の活性化に向
けた今後の方策の明確化を図るため策定。

49
府中市観光振興プ
ラン

4-4 R4〜R11
府中市観光振興連
絡会

経営力に基づく観光を基軸として、観光・
交流による地域の活力向上、市民が誇れ
る観光・交流の磨き上げ、持続可能な観
光・交流を実現することを目的として策定。

50
第4次府中市農業
振興計画

4-5 R4〜R11
府中市農業振興計
画検討協議会

農地・農業を取り巻く国や東京都の政策
動向や社会情勢の変化を踏まえ、本市の
農業の維持・発展を図るため、今後の農業
振興施策の指針として策定。

51

行
財
政
運
営

府中市DX推進計画 5-3 R8〜R11 −
DXに向けた施策に取り組み、第7次府中
市総合計画後期基本計画の実現をDXの
側面から支援することを目的として策定。

52
府中市インフラマネ
ジメント計画2025

5-4 R7〜R34
府中市インフラマ
ネジメント計画改
定検討協議会

インフラの老朽化の進行や、健全財政の
維持などの課題に対し、インフラを市民共
通の財産として、良好な状態で、過度な負
担を残すことなく、次世代に引き継ぐこと
を目的に策定。

53
府中市公共施設等
総合管理計画

5-4 H29〜R34 −

本市の公共施設等の全体の現状や人口及
び財政の状況を示し、課題を整理した上で、
公共施設マネジメント及びインフラマネジ
メントに一体的に取り組むために策定。

54
府中市公共施設マ
ネジメント基本方針

5-4
H24～

（R4改定）
−

公共施設を経営資源として捉えた上で、
総合的かつ長期的な視点で費用とサービ
スの最適化を図る取組(公共施設マネジ
メント）の基本的な考え方を示すものとし
て策定。

55
第4次府中市公共
施設マネジメント推
進プラン

5-4 R8〜R15 −

施設の老朽化の進行や健全財政の維持、
多様化する市民ニーズへの対応など、公
共施設に関する課題の解決に向け、公共
施設マネジメントの視点に基づく最適化
や計画的保全の取組を着実に進めていく
ことを目的に策定。

巻末資料 3　個別計画一覧
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№ 分
野 計画名称

基本
施策 
番号

計画期間 関連する
審議会等 策定の目的

56

行
財
政
運
営

府中市文化・スポー
ツ施設配置等適正
化計画

5-4 R7〜R34 −

文化・スポーツ施設の機能を確保しつつ、
市民サービスを維持・向上させることを目
的とし、文化・スポーツ施設の適正な配置、
機能、運営等のあり方を示すために策定。

57
府中市公共施設長
寿命化指針

5-4 R8〜 −

府中市公共施設マネジメント基本方針に
基づく計画的保全の具体的な手法を定め
るため、公共施設の保全に関する基本的
な指針と各個別施設計画に共通する事項
を定めるために策定。

58
府中市一般公共施
設長寿命化計画

5-4 R8〜R11 −

府中市公共施設マネジメント基本方針に
基づく計画的保全の考え方に基づき、一
般公共施設について、修繕や改修等と
いった保全工事の実施時期や、当該工事
の実施内容を示す実行計画として策定。

59
市有財産活用基本
方針

5-4
H29〜 

（R7改定）
−

市有財産の活用に当たっての基本的な考
え方や活用方策の検討手順などを整理す
ることで、全職員が同じ意識を持って市有
財産の活用に積極的に取り組み、行政課
題の解決や財政負担の軽減による持続可
能な行財政運営につなげていくことを目
的として策定。
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4  基本構想

基本構想とは、府中市のまちづくりにおける基本的な理念を明らかにし、都市像（まちの将来像）と基本目標

（目指すまちの状態）を掲げるとともに、その実現に向けた基本施策の方向性などを示すものです。

なお、令和4年度（2022年度）から令和11年度（2029年度）までの8年間を計画期間とします。

第1章  まちづくりの基本理念、都市像及び基本目標

1　まちづくりの基本理念
わたしたちのまち府中は、地名が武蔵国の国府の設置に由来し、誇りを持てる歴史と文化が現在にも息づいて

おり、緑を始めとする豊かな自然環境と、商業や交通における利便性といった都市機能が調和する、魅力的で住

みよいまちとして発展してきました。

わたしたちは、先人から受け継いだ貴重な財産を礎としながら、これからも市民が主役となり、誇りと愛着を

持ってこのまちに住み続けることができるよう、まちづくりを進めます。また、時代や環境の大きな変化にも柔軟

に対応し、お互いが連携・協力して地域の課題解決に取り組む、協働によるまちづくりを推進していきます。

2　都市像
　　わたしたちは、まちづくりの基本理念を踏まえ、

「人と人とのつながりを紡
つむ

いで“きずな”という力にして」

「未来を拓
ひら

く強い意志で何事にも取り組み」

「誰もが心ゆたかに日々の生活を送ることができるまち」

を目指して、

　『きずなを紡
つ む

ぎ  未来を拓
ひ ら

く  心ゆたかに暮らせるまち  府中』

を都市像として掲げます。

3　基本目標
わたしたちは、都市像を実現するために、次のとおり4つの基本目標を定め、まちづくりを展開します。

基本目標1　人と人とが支え合い  誰もが幸せを感じるまち

基本目標2　緑とともに暮らせる  快適で安全安心なまち

基本目標3　多様性を認め合い  人と文化が磨かれるまち

基本目標4　魅力あふれる  うるおいと活力のあるまち

第2章  まちづくりの大綱

都市像の実現に向けて定めた基本目標を達成するため、次のとおりまちづくりの大綱として、基本目標ごとに

府中市の現状・課題と、これらを踏まえた上での基本施策の方向性（めざすまちの姿）を示すものです。

基本施策を推進するに当たっては、地域を構成する多様な主体が、まちづくりの方向性を共有し、相互の立場

や特性を認めつつ、対等の立場でそれぞれの役割を果たし、共通する課題の解決や社会的な目的の実現に向け

保健 福祉

生活 環境

文化 学習

都市基盤 産業

巻末資料 4　基本構想
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て、公益的な価値を相乗的に生み出すため、連携・協力することが必要です。

近年、地域社会の課題が複雑かつ多様化する中で、これからのまちづくりには、各主体が地域で支え合うと

ともに、市民一人ひとりにまちづくりの主役としての活躍が期待されます。そして、市は、協働の機会や場の提供

に係る情報提供をするなど、各主体を協働へとつなぐための取組に努め、市民と共に協働によるまちづくりを

進めます。

基本目標1　人と人とが支え合い  誰もが幸せを感じるまち

府中市の現状・課題

本市の特定健康診査の令和元年度（2019年度）の受診率は5割を超え、市民の健康への関心の高まりととも

に健康寿命も延伸しています。今後は、市民の健康づくりに対する支援や保健・医療体制の充実が求められてい

ます。また、新型コロナウイルス感染症（COVID－19）という未曽有の危機に直面した経験を踏まえ、新しい生活

様式への支援のほか、新たな感染症の発生に備えて、感染予防・感染拡大防止や緊急時の医療体制の整備など

について、国や東京都、医療機関などと連携しながら対策を講じていく必要があります。 ➡基本施策❶ 健康づく

りの推進

本市の令和元年（2019年）の合計特殊出生率は1.26であり、全国平均を下回るとともに平成27年（2015年）

以降低下傾向にあります。活力のあるまちをつくっていくためには、若い世代の出産・子育ての希望をかなえる社

会の実現が不可欠です。そのため、妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援や子どもや家庭をめぐる諸問

題への対策、保育サービスの充実など、安心して子どもを産み、育てられる環境づくりを進めていくことが求めら

れています。 ➡ 基本施策❷ 子ども・子育て支援の充実

本市の令和2年（2020年）の高齢化率は22.0パーセント、75歳以上の後期高齢化率も11.4パーセントで、全

国平均を下回っているものの、令和7年（2025年）には団塊の世代が75歳以上となり、以後も上昇が見込まれて

います。こうした中、高齢者が住み慣れた地域で安心して生き生きと暮らすことができるように、活動の場の充実

や健康づくり、介護予防などの必要性が高まっています。また、地域包括ケアシステムの推進による、生活支援や

医療と介護の連携強化、認知症ケアの充実などが求められています。 ➡ 基本施策❸ 高齢者サービスの充実

障害のある人が、地域の中で自己実現と社会参加を図れるように、また、安心して暮らし続けられるように、

様々な支援やサービスの提供に努めてきました。今後も、障害のある人が地域で安心して快適に自分らしく暮ら

すことができるように、情報提供や相談支援機能の充実、就労や生活の支援、活動の場の提供などが求められて

います。障害のある人もない人も人格と個性を尊重し合い、つながり合い、支え合う地域社会を実現することが

重要となっています。 ➡ 基本施策❹ 障害者サービスの充実

国民健康保険制度や後期高齢者医療制度、介護保険制度など、医療や介護の制度の適切な運営に努めてきま

した。高齢化が進展し、要介護認定者数も増加傾向にある中で、全ての市民が医療や介護を適切に受けることが

でき、生涯を通じて安心して暮らせる環境づくりが求められています。 ➡ 基本施策❺ 社会保障制度の充実

保健 福祉
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コロナ禍における経済の停滞などの影響により、経済的に困窮している世帯数は増加しています。誰もが健康

で文化的な生活を送れるように、相談窓口の拡充や生活支援の実施などにより生活再建を図るとともに、就労支

援などの自立に向けたサポート体制の充実が求められています。 ➡ 基本施策❻ 生活の安定の確保

地域で支え合うまちの実現に向けて、福祉に関する情報提供や意識啓発に加え、自主的な福祉活動などを支

援してきました。今後は、高齢者、障害のある人、子ども等も含めた全ての人々が暮らしと生きがいを共につくり、

高め合い、安心して生き生きと生活できる地域共生社会を目指していく必要があります。 ➡ 基本施策❼ 共に生

きるまちづくりの推進

基本施策

❶ 健康づくりの推進

■ めざすまちの姿

●市民一人ひとりが心身の健康づくりへの意識を高く持ち、健康に関する正しい知識を身に付け、ライフステー

ジの特性に応じた運動や食生活の実践などの健康づくりに取り組み、病気や障害があっても生き生きと自分ら

しく元気に暮らしています。

●地域の保健・医療体制が整い、関係機関が連携し、必要なときに医療や情報提供、相談対応など必要な支援を

受けることができています。

❷ 子ども・子育て支援の充実

■ めざすまちの姿

●子育てしやすい環境が整っており、女性が安心して妊娠・出産でき、家族や地域ぐるみで子どもを育てるまちに

なっています。

●人や自然との触れ合いを通じて、子どもが健やかに成長しています。

●子どもの人権が守られ、尊重され、最善の利益が優先されることで、子ども一人ひとりが主役となれるまちに

なっています。

❸ 高齢者サービスの充実

■ めざすまちの姿

●高齢者が生き生きと地域で活躍できています。

●身近な場所で市民が主体的に介護予防に取り組んでいます。

●支援を必要とする高齢者が、介護保険サービスのほか、家族や地域の支え合い、生活支援を受け、住み慣れた

地域で安心して毎日を暮らしています。

❹ 障害者サービスの充実

■ めざすまちの姿

●障害に対する理解を深め、共に声を掛け合える差別のない平等なまちになっています。

●障害のある人が安心して自分らしい生活を送り、地域の一員として社会参加ができるまちになっています。

巻末資料 4　基本構想
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❺ 社会保障制度の充実

■ めざすまちの姿

●健全で安定した国民健康保険制度や後期高齢者医療制度、介護保険制度により、適切に医療や介護を受ける

ことができています。

●若者から高齢者まで市民が年金制度について正しく理解し、受給権を確保することにより、将来にわたり安定

した生活基盤を築いています。

❻ 生活の安定の確保

■ めざすまちの姿

●全ての人が最低限度の生活を保障されており、健康で文化的な生活を送ることができる、誰も置き去りにしな

いまちになっています。

●生活困窮や住宅困窮に陥った市民が自立していくための支援や、住宅を確保するための支援が確立されてい

ます。

❼共に生きるまちづくりの推進

■ めざすまちの姿

●市民一人ひとりがお互いを尊重し、つながり、支え合うまちになっています。

●誰もが障害や障壁を感じることなく、地域で安心して暮らしています。

●制度の狭間に置かれる人が生じないよう取組が進められています。

基本目標2　緑とともに暮らせる  快適で安全安心なまち

府中市の現状・課題

本市は、多摩川、府中崖線（市内での通称はハケ）、浅間山、けやき並木や農地などの豊かな自然にあふれ、貴重

な生態系が残されており、人と生き物が共存しています。今後も、多様な主体との連携の下に、このような身近に

ある自然環境の保全に向けた取組の充実が求められています。また、市内の公園・緑地のうち約半数近くにおいて

整備後30年以上が経過していることから、安全・安心に利用できる憩いの空間となるよう維持管理していく必要が

あるほか、防災機能を備えた公園の整備が望まれています。 ➡ 基本施策❶ 緑と生きものを育むまちづくりの推進

公共施設における自然エネルギーの利用や、省エネルギー化の推進の取組などにより、本市の二酸化炭素排

出量は微減傾向にありますが、今後国全体として大幅な抑制が求められる中で、より一層の削減に取り組む必要

があります。このような中、これまで以上に市民や事業者の意識の向上と、環境負荷の少ない持続的発展に向け

た具体的取組の促進、支援が求められています。 ➡ 基本施策❷ 生活環境の保全・向上

本市の市民1人当たりのごみ排出量は、多摩地域において低い水準にありますが、近年は減少幅が小さくなっ

ています。地球温暖化の防止や自然環境に優しいまちづくりを進めるためには、市民一人ひとりが更なるごみの

発生抑制に取り組むとともに、多様な主体が連携し、再利用・再資源化など、資源の循環的な利用を進め、循環型

社会を形成していくことが大切です。 ➡ 基本施策❸ 循環型社会形成の推進

生活 環境
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本市の交通事故件数は減少傾向にありますが、自転車事故の発生率は依然として高くなっています。また、本

市の犯罪発生件数や特殊詐欺被害件数は、関係団体と協力した啓発活動の実施などにより減少していますが、

その手口は巧妙化しているため、引き続き注意が必要です。このような状況を踏まえ、交通マナーの改善や危険

箇所の解消などの事故防止対策を講じるとともに、継続して地域の防犯活動にも取り組むなど、安全・安心なま

ちづくりを進めていく必要があります。 ➡ 基本施策❹ 交通安全・地域安全の推進

近年、全国各地で大規模自然災害が頻繁に発生しており、本市においても、令和元年東日本台風時には、多摩

川氾濫のおそれから市政史上初となる避難勧告を発令しましたが、この際、災害時における様々な課題が明らか

となりました。このような過去の教訓をいかし、今後発生し得る首都直下地震や風水害に対して日頃から備える

ため、自助・共助・公助による地域防災力の強化が重要となります。 ➡ 基本施策❺ 災害に強いまちづくりの推進

基本施策

❶ 緑と生きものを育むまちづくりの推進

■ めざすまちの姿

●多摩川、府中崖線、浅間山、けやき並木や農地などの貴重な自然や生態系を保護し、都市化と環境の調和がと

れた人間と生き物が共存できるまちになっています。

●市民や市民活動団体、教育機関や民間事業者、行政など様々な主体が協働しながら「緑を育て緑に育てられる

『緑育』のまちづくり」に取り組んでいます。

●緑の魅力にあふれた世代間の交流が生まれる憩いの空間と、防災機能の強化や健康づくりにつながる機能を

有した公園が整備されています。

❷ 生活環境の保全・向上

■ めざすまちの姿

●市民一人ひとりが環境に対する意識を高め、正確な知識を持ち、積極的に気候変動に対応したゼロエミッショ

ンやSDGsに寄与する環境保全活動などに取り組み、地球環境の保全に貢献しています。

●環境パートナーシップなどにより､市民･事業者･行政が環境について情報の交換と共有を行い､協働して環境

負荷の少ないまちづくりを進めています。

❸ 循環型社会形成の推進

■ めざすまちの姿

●市民一人ひとりの意識向上により、ごみの発生抑制が習慣化されています。

●製品の製造から廃棄に至る様々な過程において、市民・事業者・行政が再利用・再資源化などに努め、循環型

社会を形成しています。

●ごみを適正に処理し、環境への負荷を最小限にとどめるとともに、安全な生活環境が確保されています。

❹ 交通安全・地域安全の推進

■ めざすまちの姿

巻末資料 4　基本構想



219

●子どもから高齢者までが交通ルールを守り、高い交通安全意識を持っています。

●徒歩や自転車で快適にまちなかへアクセスでき、安心して散策を楽しめる環境が整っています。

●市民一人ひとりが地域におけるコミュニケーションを大切にし、お互いがつながりを継続することで、安心して

暮らせる社会が形成されています。

●市民や地域が防犯活動に取り組み、相談窓口が整備されていることで、市民は犯罪に遭うことなく安心して暮

らしています。

❺ 災害に強いまちづくりの推進

■ めざすまちの姿

●市民・事業者・行政がそれぞれ自助・共助・公助のバランスを考え、責任を持って行動し、災害による被害を最

小限に抑えられる体制ができています。

●市民が高い防災意識を持ち、防災訓練などに参加するとともに、地域の中で助け合える人間関係を築いています。

●災害時に支援が必要な人たちを支える地域の仕組みや行政の支援体制が整っています。

●災害ボランティアが円滑に参加できる環境が整備されています。

●風水害や地震災害など大規模災害に対応できる、行政の危機管理体制が整っています。

基本目標3　多様性を認め合い  人と文化が磨かれるまち

府中市の現状・課題

市民一人ひとりが、お互いの個性や多様な価値観を尊重し合いながら、誰もが住みよいと思える地域づくりを

進めています。人権問題や男女共同参画、多文化共生などに関する課題は複雑化していることから、理解を深

める機会を充実させるとともに、DVや差別等により助けを必要としている人の発する声に気付き、相談体制の

拡充を図ることが求められています。また、時代のニーズに即したコミュニティの新しいつながり方が望まれて

います。 ➡ 基本施策❶ 互いを尊重し、つながり合うまちづくりの推進

本市において、独自の生涯学習の理念である「学び返し」の普及に努めていることなどから、多くの市民が生涯

学習活動に活発に取り組んでいます。今後も、市民が生涯にわたって意欲的に学ぶことができるように、情報提供

の強化や多様な生涯学習機会の充実が求められています。 ➡ 基本施策❷ 生涯にわたる学習活動の推進

本市の文化的な資産を引き継ぐとともに、新たな文化を生み出す視点に立って、多様な活動が行われていま

す。今後も、歴史を刻む文化遺産の価値を共有し、地域に愛着を持って暮らすことができるように、文化・芸術活

動の支援、文化財の保存と活用、文化施設の適切な維持管理などが求められています。 ➡ 基本施策❸ 文化・芸

術活動の支援

本市に拠点を置くトップチームを始めとして、多様なスポーツ団体が活動しており、市民もスポ―ツに親しんで

います。今後も、市民がスポーツを身近に感じ、健康で元気に過ごせるよう、その機会の提供と環境の整備が求め

られています。また、ラグビーワールドカップ2019等のレガシーの活用やトップチームやアスリートの活躍を身

近に観戦できる機会の確保が望まれています。 ➡ 基本施策❹ スポーツ活動の支援

文化 学習
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学校教育において、児童・生徒が幅広い知識を習得し、心豊かにたくましく育つように取り組んできました。

今後は、時代に即したICT教育の推進や、コミュニティ・スクールの充実などが求められています。また、学校施設

については、災害時における避難所としての活用も見据えた計画的な改修・更新が重要な課題となっています。 

➡ 基本施策❺ 学校教育の充実

青少年を取り巻く社会環境が大きく変化している中、関係機関が連携し、健全な育成に望ましい環境の確保

に取り組んでいます。今後も、青少年の健全育成に向け、インターネットやSNSなどに起因する問題、いじめ、ひ

きこもり等の課題の解決に対し、青少年が必要な支援を受けられる環境の整備が求められています。 ➡ 基本

施策❻ 青少年の健全育成

基本施策

❶ 互いを尊重し、つながり合うまちづくりの推進

■ めざすまちの姿

●市民一人ひとりが「みんなが同じでなくてよい」という価値観を共有した上で、お互いの個性を尊重し、認め合

う、差別のない誰もが住みやすい平和なまちになっています。

●地域のつながりを深め、社会のあらゆる分野で、性別や国籍、文化的背景などにかかわらず、全ての人がお互い

を尊重し合い、それぞれの個性と能力を発揮することができています。

●姉妹都市・友好都市との継続的な交流を起点に、更に多くの国や地域、都市へと交流の輪を広げ、国際化と都

市間交流を推進しています。

●地域のコミュニティがオンライン・オフラインを問わず機能して、困ったときには支え合える人間関係が形成さ

れ、助けを必要としている人へ寄り添えるまちになっています。

❷ 生涯にわたる学習活動の推進

■ めざすまちの姿

●生涯にわたり、市民一人ひとりが探求心をもって学習に親しみ、学ぶことに生きがいを持っています。また、学

習活動を通して人とのつながりを深め、学んだことを地域にいかす「学び返し」が実践されています。

●市民はそれぞれ自分に合った「学び」を見つけることができ、学習に必要な情報や機会にアクセスできます。

●市民は情報機器の活用や図書館サービスの利用により情報の収集が可能となり、学習活動や文化活動にいか

しています。

❸ 文化・芸術活動の支援

■ めざすまちの姿

●市民が文化財の保護と継承、創造への参加を通して、文化財の価値を理解し、親しみや誇りを持っています。ま

た、府中の歴史と先人の知恵を学び、文化遺産を次の世代に伝える体制が整っています。

●全ての人が文化・芸術を楽しめる機会が充実し、人が集い、まちがにぎわい、心豊かな生活を営んでいます。

❹ スポーツ活動の支援

巻末資料 4　基本構想



221

■ めざすまちの姿

●年齢や障害の有無などにかかわらず、全ての市民が自身に合ったスポーツに親しんでいます。

●スポーツタウン府中のイメージが定着しており、市全体でスポーツを楽しみ、スポーツを通じて連帯感が生ま

れています。

●スポーツのトップチームやアスリートが府中で活躍する環境が整い、全ての人がその試合を楽しみ、応援して

います。

❺ 学校教育の充実

■ めざすまちの姿

●全ての子どもが家庭環境や障害の有無、国籍などにかかわらず、安心で快適な環境の下で等しく教育を受けて

います。

●ICT教育の実践により、子どもたちは時代に合った情報活用能力を身に付けています。

●コミュニティ・スクールなどを通じて家庭・学校・地域社会が連携して、子どもの学びや育ちを支援しています。

●子どもたちは、知識や学力に加え、判断力や洞察力、心の豊かさやたくましさを身に付けるとともに、ふるさと

府中の将来について話し合い、自分に何ができるか考えるなど、社会に貢献する気持ちを持っています。

●地域に開かれた拠点として、様々な機能を備えた学校づくりが進められています。

❻ 青少年の健全育成

■ めざすまちの姿

●地域で子どもを見守り育てていくという風土が根付いており、市民一人ひとりが地域の青少年育成に関し、当

事者意識を持ち、青少年との交流や相互理解を図っています。

●青少年は、地域の支援や、様々な体験、課外活動などの各種団体活動を通じ、各々の個性を伸ばし、社会性を身

に付けた人間性豊かな大人に成長しています。

基本目標4　魅力あふれる  うるおいと活力のあるまち

府中市の現状・課題

本市は、緑と歴史に育まれた魅力あふれる景観を守りながら、中心市街地においてはけやき並木と調和した

美しいまち並みを意識して開発を進めるなど、府中らしいまちづくりを進めてきました。今後は、これまで大切に

してきたまちの特長を残しつつ、将来を見据えた視点も持ちながら、市民や事業者などと共に、安全で快適な

住みやすいまちづくりをハードとソフトの両面から計画的に進めていく必要があります。 ➡ 基本施策❶ 快適で

住みやすいまちづくりの推進

府中駅南口地区再開発事業が完了し、府中市のシンボルであるけやき並木と調和したうるおいのある地域

の特性をいかした都市空間が形成されました。まちなかには、新しい店舗や施設も加わり、中心市街地の更な

る活性化が期待されています。今後は、分倍河原駅周辺の拠点整備による利便性の向上や府中基地跡地留

保地周辺地区における新たなまちづくりにより、にぎわいと活力の創出につなげていくことが重要となります。 

➡ 基本施策❷ 地域特性を生かした都市空間の形成

都市基盤 産業
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本市では、高度経済成長期に、道路、橋りょう、下水道等のインフラを整備し、市民生活の根幹を担う都市基盤

として活用してきました。現在、その多くが整備後40年以上経過しており、経費面も含めた老朽化対策が課題

となっています。こうした状況を踏まえ、将来に向けて計画的にインフラの長寿命化や保全を図るとともに、耐震

化の促進など大規模災害に備えた都市基盤の強靭化に取り組む必要があります。 ➡ 基本施策❸ 都市基盤の

保全・整備

本市は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた小規模事業者等への緊急的な経済支援対策などに取り

組んできました。今後も引き続き、むさし府中商工会議所などと連携して、市内産業の振興や事業者の経営改善

に向けた支援、商店街の活性化などに取り組むことが求められています。また、府中の歴史や文化、自然など

の観光資源を活用した、にぎわいの創出とまちの活性化に寄与する観光施策の展開が望まれています。 ➡ 基本

施策❹ にぎわいの創出

市内の農業従事者の高齢化が進むとともに、農地は減少傾向をたどるなど、農業を取り巻く環境が年々厳しく

なる中、農業の担い手の確保や農地の保全などが課題となっています。今後は、市民が農業に触れ、理解を深

める機会を創出するとともに、農業者に対する支援を充実するなど、地域に根ざした都市農業の育成に向けた

取組の推進が求められています。 ➡ 基本施策❺ 都市農業の育成

基本施策

❶ 快適で住みやすいまちづくりの推進

■ めざすまちの姿

●まちづくりに関する計画や情報を市民で共有し、市民の十分な理解と協力の下、創造的なまちづくりが進めら

れています。

●将来を見据えた快適で住みやすいまちづくりが行われ、府中らしい緑と歴史的景観をいかした美しく魅力あ

ふれる、安全で住みよいまちになっています。

●鉄道やバス、タクシーなどの公共交通ネットワークが形成され、環境保全に配慮した利便性の高いまちに

なっています。

●バリアフリー化と情報化が進み、誰もが公共交通を利用しやすい環境が整っています。

❷ 地域特性を生かした都市空間の形成

■ めざすまちの姿

●地域特性をいかしたにぎわいのある拠点市街地が形成され、各拠点が連携し合うことでまちの魅力を創出

しています。

●みんなが協働して、けやき並木としては日本で唯一の国天然記念物である府中市のシンボル「馬場大門のケヤ

キ並木」を守り、将来の世代に伝えるための取組を進めています。

●多くの人々が集い、交流し、広く事業者等にも活用される憩いの空間として、道路や公園などの公共空間が

機能しています。

巻末資料 4　基本構想
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❸ 都市基盤の保全・整備

■ めざすまちの姿

●市民は、環境や景観及び歩行者や自転車の安全性に配慮された道路を快適に利用しています。

●市民・事業者などとの協働により、都市計画道路や幹線道路のネットワーク化やバリアフリー化が進み、快適

に利活用されています。

●道路や下水道などの都市基盤が、災害に強く、効率良く適切に維持管理され、市民は安心して都市基盤を利用

しています。

❹ にぎわいの創出

■ めざすまちの姿

●市民は、身近な個店や地域の商店街で顔の見える関係を育み、安心して生活に必要なサービスやものを買うこ

とができており、市外の人も買物に訪れる魅力のあるまちになっています。

●歴史、文化、自然などの調和した府中市の魅力が観光資源として活用され、市民や観光客でまちがにぎわって

います。

●企業の経営改善と事業承継が進み、経済が活気に満ちており、新たな創業者を含めて、個店同士がつながり合

えるまちになっています。

❺ 都市農業の育成

■ めざすまちの姿

●府中産農産物の鮮度と安全さがPRされ、その魅力が市民だけではなく、市外の方にも知られています。

●農業の担い手が、意欲を持って農業経営に取り組み、新鮮で安全な農産物を供給しています。

●市民は、農地が果たす環境や防災など多面的な機能の重要性を認識し、府中産農産物を積極的に購入するな

ど、地産地消を通じて府中の農業を支えています。

●農業者、市民、市などの連携により、生産緑地制度を活用した農地の保全など、次の世代に府中の農業を引き

継ぐ取組を進めています。

第3章  行財政運営の大綱

基本目標の達成に向けて行財政運営の方向性を明確にする必要があることから、次のとおり行財政運営に何

が求められているのかを整理するとともに、それを踏まえた基本方針を定めます。

1　行財政運営に求められるもの

あらゆる分野においてますます多様化・複雑化している課題を踏まえ、基本目標の達成に向けて、計画的・効果

的に行財政運営を進めていくことが重要になります。

保健・福祉分野における地域共生社会の実現や生活・環境分野における自助・共助・公助による地域防災力の

強化など、各分野における基本目標の達成のためには、市民と行政が役割分担の下に、それぞれの能力を発揮し

ながら、地域に関わる多様な主体と情報や課題を共有し、積極的に連携することが求められています。

また、市民が必要とするサービスを提供するためには、受け手に配慮した多様な手段による情報発信が不可

欠です。加えて、新たなニーズや市民が生活の中で直面する問題を把握するためには、市民の声を広く聴く活動
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を充実させていく必要があります。

基礎自治体である市は、市民生活に深く関与した行政サービスを安定的に提供し続ける必要があります。市民

ニーズの多様化やデジタル化の進展などの社会情勢の変化に的確に対応し、ハード・ソフトの両面において効率

的・効果的に行政サービスを提供できる体制の整備が必要です。

市の財政面については、生産年齢人口の減少に伴う歳入の減少は避けられない一方で、高齢化の進展や公共

施設・インフラの老朽化に伴う歳出の増加が見込まれます。また、新型コロナウイルス感染症が市財政に与えた

影響を踏まえ、急激な財政状況の変動にも備えなければなりません。めざすまちの姿の実現には、歳入に見合っ

た歳出という原則にのっとった財政運営が不可欠となるため、コストと効果を意識した行政運営が引き続き必要

になるとともに、中長期的な課題の解決に向けた準備を進めていく必要があります。

2　行財政運営の基本方針

❶市民参加と協働によるまちづくり

まちづくりの推進に当たっては、市民、自治会・町内会、NPO、ボランティア、教育機関、事業者、市などの多様

な地域の構成主体が、まちづくりの方向性を共有し、それぞれの持つ力を合わせ、相乗効果を発揮できるよう、

お互いに連携・協力することが必要です。

市は、協働の機会や場の提供に係る情報提供を行うなど、各主体を協働へとつなぐための取組に努め、市民

と共に協働によるまちづくりを進めます。

●多くの市民がまちづくりに参画できる仕組みや環境を整え、多様な主体が協力し合えるネットワークづくりを

支援することで、地域課題の解決に向けた協働の取組を推進します。また、協働に関する様々な情報を積極的

に市民へ提供し、協働に対する意識の醸成を図ります。

❷市民に身近な広報・広聴

市民から信頼される市政運営のためには、市政に関する情報を市民と共有し、行政の透明性を確保すると

ともに、様々な市民の意見を把握し、市政への反映に努める必要があります。

●情報発信手段が多様化する中、広報紙やホームページに加え、SNSなどを活用し、市民ニーズに合わせて分か

りやすく、機を逃さずに市民に情報を提供し、幅広く周知を図ります。

●市民と市との意見交換の機会を創出し、身近に意思疎通を図ることができる環境づくりを進めます。市は、

市民の声を聴いてニーズを把握するとともに、市政へ反映できるように努めます。

❸安定的かつ効率的な行政運営

総合計画に示した目標を達成するため、必要な事務を迅速かつ適切に処理するとともに、経営資源を活用し

て様々な行政課題に的確に対応することで、安定的かつ効率的な行政運営を推進します。

●市職員は、全体の奉仕者としての誇りを高く持ち、目標を定めて自律的に行動することで、市民からの信頼を

得られるように努めます。また、職員の資質や能力を伸ばす人材育成の取組に加え、働きやすい環境づくりを

推進し、組織の活性化を図ります。

●親切丁寧で適切な窓口応対を心掛けるとともに、迅速かつ公正に行政手続を進めることで、安定的な行政

運営を推進します。

●行政サービスのデジタル化、オンライン化を進めるとともに、円滑な業務遂行に向けて、新たな技術の導入

やシステムの最適化などに取り組むことで、効率的な行政運営を推進します。また、情報セキュリティの強化

巻末資料 4　基本構想
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を進め、安全性の向上に取り組みます。

❹健全で持続可能な財政運営

将来にわたって適正な行政サービスを維持するため、常に歳入に見合った歳出となるよう有効かつ効率的な

行財政運営を進めていくとともに、基金や市債などを計画的に活用し、急激な財政状況の変動などにも対応でき

るよう、中長期的視点に立った持続可能な財政運営に努めます。

●公共施設やインフラを適正な規模で維持し、計画的に保全していくため、公共施設マネジメントやインフラマネ

ジメントの取組を着実に進めます。また、老朽化に伴い、建て替える公共施設については、限られた財源の中で

最適な行政サービスを提供できるよう、効率的に整備を進めます。

●行財政改革に関する取組の推進により、多角的視点から歳入確保と歳出削減を図ることで効率的な行財政運

営に努めるとともに、その結果を市民に分かりやすく公表します。

3　進行管理について

基本目標を実現するためには、総合計画の着実な進行管理が重要となります。当該計画に基づく施策や事務

事業等について、行政評価システムなどを活用することにより、PDCAサイクルに基づく効率的かつ効果的な進

行管理を行います。

また、総合計画の進捗状況を評価し、見直しを加えていく段階において、市民参加による外部評価を実施する

など、進行管理に市民が直接関わる仕組みの構築を目指します。
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後期基本計画の施策体系 1 2 3

基
本
目
標

基本施策 施　　策

貧困を
なくそう

飢餓を
ゼロに

すべての
人に健康
と福祉を

基
本
目
標
１ （
保
健
・
福
祉
） 

人
と
人
と
が
支
え
合
い  

誰
も
が
幸
せ
を
感
じ
る
ま
ち

1 健康づくりの推進
1 健康を支えるまちづくりの推進 ● ●

2 疾病予防対策の強化 ●

2 子ども・子育て支援の充実

3 地域における子育て支援

4 妊娠期から子育て期までの継続的な支援 ●

5 ひとり親家庭への支援 ●

6 教育・保育サービスの充実

3 高齢者サービスの充実
7 高齢者がいきいきするための支援 ●

8 高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らすための支援 ● ● ●

4 障害者サービスの充実

9 障害者の社会参加の推進

10 障害者差別の解消と相談支援機能の充実

11 障害者の地域生活支援

12 障害児への支援の充実 ●

5 社会保障制度の充実

13 高齢者医療制度の普及と推進 ●

14 国民健康保険の運営 ●

15 介護保険制度の円滑な運営 ●

6 生活の安定の確保
16 低所得者の自立支援 ● ●

17 住宅セーフティネット制度の推進

7 共に生きるまちづくりの推進
18 つながり支え合う地域づくり ● ●

19 安心して生活できる福祉環境の整備

基
本
目
標
２ （
生
活
・
環
境
） 

緑
と
と
も
に
暮
ら
せ
る  

快
適
で
安
全
安
心
な
ま
ち

1 緑と生きものを育むまちづくり
の推進

20 生物多様性の保護と回復

21 公園緑地等の活用促進

2 生活環境の保全・向上

22 環境に配慮した活動の促進

23 まちの環境美化の推進

24 公害対策の推進 ●

25 斎場・墓地の管理運営

3 循環型社会形成の推進
26 ごみの発生抑制・循環的な利用の促進

27 継続的・安定的なごみの適正処理の確保

4 交通安全・地域安全の推進
28 交通安全の推進 ●

29 地域安全の推進

5 災害に強いまちづくりの推進

30 防災危機管理体制の強化 ●

31 地域防災力の向上 ●

32 震災に対応した建築物等の誘導 ●

5  後期基本計画の施策体系とSDGsの17のゴールとの関係
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持続可能な開発目標（SDGs）
4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

質の高い
教育を
みんなに

ジェンダー
平等を
実現しよう

安全な
水と
トイレを
世界中に

エネルギー
をみんなに
そして
クリーンに

働きがいも
経済成長も

産業と
技術革新
の基盤を
つくろう

人や国の
不平等を
なくそう

住み続け
られるまち
づくりを

つくる
責任
つかう
責任

気候変動
に具体的
な対策を

海の
豊かさを
守ろう

陸の
豊かさも
守ろう

平和と
公正を
すべての
人に

パートナー
シップで
目標を達成
しよう

● ●

●

●

● ●

● ● ●

● ●

● ● ●

●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

●

●

● ●

● ●

● ●

●

● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ●

● ● ●

● ●

● ● ● ●

●

● ● ● ●

● ● ● ●

●

● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ● ●
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後期基本計画の施策体系 1 2 3

基
本
目
標

基本施策 施　　策

貧困を
なくそう

飢餓を
ゼロに

すべての
人に健康
と福祉を

基
本
目
標
３ （
文
化
・
学
習
） 

多
様
性
を
認
め
合
い  

人
と
文
化
が
磨
か
れ
る
ま
ち

1 互いを尊重し、つながり合うま
ちづくりの推進

33 人権尊重の推進

34 平和意識の啓発

35 男女共同参画の推進

36 都市間交流の促進

37 多文化共生の推進

38 地域コミュニティの活性化支援 ●

2 生涯にわたる学習活動の推進
39 学習機会の提供と環境づくりの推進

40 図書館サービスの充実

3 文化・芸術活動の支援

41 文化・芸術活動の推進

42 文化施設の有効活用

43 歴史文化遺産の保存と活用

4 スポーツ活動の支援

44 スポーツの普及・促進 ●

45 スポーツ環境の整備 ●

46 トップチーム等との連携 ●

5 学校教育の充実

47 社会を主体的・創造的によりよく生きる力の育成

48 学びの機会を保障するための支援の充実 ● ●

49 子どもの学びを支える教育環境の充実 ● ● ●

6 青少年の健全育成
50 子どもの居場所づくりの推進

51 青少年健全育成活動の推進

基
本
目
標
４ （
都
市
基
盤
・
産
業
） 

魅
力
あ
ふ
れ
る  

う
る
お
い
と
活
力
の
あ
る
ま
ち

1 快適で住みやすいまちづくりの
推進

52 計画的な土地利用の推進

53 良好な開発事業の誘導

54 質の高い建築物の確保 ●

55 魅力ある景観の保全・形成

56 地域公共交通の維持とバリアフリー化の推進

2 地域特性を生かした都市空間
の形成

57 市内の拠点におけるまちづくりの推進

58 けやき並木と調和したまちづくりの推進

3 都市基盤の保全・整備
59 安全で持続可能な道路機能の保全・整備

60 下水道施設の機能保全

4 にぎわいの創出

61 中小企業の経営基盤強化の支援

62 地域商業の振興

63 観光資源の活用・創出による地域活性化

64 消費生活の向上

5 都市農業の育成
65 農地の保全及び魅力ある農業経営への支援 ●

66 農業との触れ合いの推進 ●

後期基本計画の施策体系とSDGsの17のゴールとの関係
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持続可能な開発目標（SDGs）
4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

質の高い
教育を
みんなに

ジェンダー
平等を
実現しよう

安全な
水と
トイレを
世界中に

エネルギー
をみんなに
そして
クリーンに

働きがいも
経済成長も

産業と
技術革新
の基盤を
つくろう

人や国の
不平等を
なくそう

住み続け
られるまち
づくりを

つくる
責任
つかう
責任

気候変動
に具体的
な対策を

海の
豊かさを
守ろう

陸の
豊かさも
守ろう

平和と
公正を
すべての
人に

パートナー
シップで
目標を達成
しよう

● ● ● ●

● ●

● ●

● ●

● ● ● ●

● ●

● ●

● ● ● ● ●

● ● ●

● ● ●

● ●

● ●

● ●

● ● ●

● ●

● ●

● ● ● ● ● ●

● ●

● ●

● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ●

● ● ●

● ● ●

● ●

● ● ●

● ●

● ● ● ●

● ●

● ●

● ●

●

●
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用語 説明 本文掲載箇所
英数字

AIチャットボット

問合せ等に自動応答するチャットシステムのことです。 AIは
「Artificial Intelligence」の略で、人間の知的活動（学習・推論・
判断など）をコンピューター上で再現する技術の総称です。チャッ
トボットは、リアルタイムで短文で会話をする 「チャット」と、ロボッ
トを略した「ボット」を組み合わせた言葉です。

施策106

CO2eq
温室効果ガスの排出量を二酸化炭素（CO2）に換算して表した単
位です。「シーオーツーエクイバレント」と読みます。

施策22

CSR
「Corporate Social Responsibility」の略で、「企業の社会的
責任」と訳されます。企業の利益を追求するだけでなく、地域社
会への貢献など、市民としての責任を果たすことをいいます。

施策101

DV
「Domestic Violence」の略で、直訳では家庭内暴力と訳します。
配偶者や恋人など親密な関係にある、又はあった人から振るわれ
る暴力のことをいいます。

施策33

DX
「Digital Transformation」の略で、デジタル技術の活用により、
人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させることをいい
ます。

序論、施策47、
施策106、
施策107

ICT
「Information and Communication Technology」の略で、
「情報通信技術」と訳されます。情報処理や通信に関連する技術、
産業、設備、サービスなどの総称です。

施策38、
施策47、
施策50、
施策65

PPP/PFI手法

PPP（Public Private Partnership）は、公共と民間が連携して
公共施設の整備や公共サービスの提供等を行う手法の総称をい
います。その一手法であるPFI（Private Finance Initiative）は、
民間の資金、経営能力、技術力を活用し、公共施設の設計、建設、
維持管理、運営等を行う方式です。

施策107

SaaS
「Software as a Service」の略で、インターネット等のネットワーク
を通じて提供されるソフトウェアのことです。

施策106

あ行

新しい時代の学びを実
現する学校づくり

令和4年（2022年）3月に文部科学省が公表した「新しい時代の
学びを実現する学校施設の在り方について」の最終報告に基づく
学校づくりをいいます。

施策49

アンコンシャス・バイアス
自分自身では気付いていない、ものの見方やとらえ方のゆがみや
偏りをいいます。自分自身では意識しづらく、ゆがみや偏りがある
ことを本人が認識できないことが特徴です。

施策35

医療的ケア児
日常生活及び社会生活を営むために、恒常的に人工呼吸器による
呼吸管理、かく痰吸引その他の医療行為を受けることが不可欠で
ある児童をいいます。

施策6、
施策12

6  注記用語一覧

巻末資料 6　注記用語一覧
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用語 説明 本文掲載箇所

インフラ管理ボランティ
ア制度（府中まちなかき
らら）

地域の道路や公園において、地域の人が愛着を持って自主的に
清掃活動や花壇管理などを行う制度です。公園や道路の里親と
して愛情と責任を持って行う維持管理活動を通じて、次世代まで
良好な地域の環境を守っていくことを目指しています。市では、清
掃用品の貸与や保険料の負担、花苗の支給などの支援をしてい
ます。

施策21

エシカル消費
エシカルは「倫理的」という意味で、商品を購入したり、サービスを
受けたりする時に、人や社会、環境に配慮したものを選ぶ消費行
動をいいます。

施策64

オープンデータ
誰でも自由に利用・再利用・再配布できる形で公開されたデータの
ことです。主に公共性の高いデータが対象となります。

施策106

親亡き後
親が亡くなった後にも障害のある子どもが安心して暮らしていく
ための支援や準備などの課題を指す言葉です。

施策11

か行

カーボンオフセット
排出した温室効果ガス（主にCO2）を、他の場所での削減活動に
よって「埋め合わせる」考え方をいいます。

施策22

カーボンニュートラル 温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させることをいいます。 序論、施策22

外国につながる児童・生徒
外国籍である児童・生徒や日本国外にルーツがある児童・生徒の
ことです。

施策37

介護支援専門員（ケアマ
ネージャー）

介護保険制度に基づき、要介護者や要支援者が適切な介護サー
ビスを利用できるよう支援する専門職です。

施策15

開発事業
建築物の建築等の用に供する目的で行う土地の造成及び建築物
の建築のことです。

施策53、
施策55

学童クラブ
放課後の時間帯に保護者が就労等で家庭にいない児童を預かり、
異学年との交流などの集団生活を通して、児童の健全な成長と家
庭を支援する施設です。

施策50

学校生活支援シート
学級にかかわらず、特別な支援を必要とする児童・生徒に対し、保
護者と学校が協力して作成する計画書で、長期的視点に立った支
援方針等を記載したものです。

施策47

環境パートナーシップ
市民・事業者・行政が対等な立場で密接な連携を図りながら、環境
を改善・創造していくことをいいます。

施策22

環境美化推進地区
人通りが多いなど、空き缶や吸い殻などの散乱を特に防止する必
要があると認める地域、また、市民や事業者が積極的に環境美化
活動に取り組んでいる地域をいいます。

施策23

環境保全活動センター

環境保全に関する学習の機会並びに交流及び活動の場を提供し、
市民等が行う環境保全活動（地球環境保全、公害の防止、自然環
境の保護その他の環境の保全を主たる目的として自発的に行われ
る活動をいいます。）を支援する、市民・事業者・市で構成された連
携組織です。

施策22
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用語 説明 本文掲載箇所

基幹相談支援センター

地域における相談支援の中核的な役割を担う機関として、1総
合的・専門的な相談支援の実施、2地域の相談支援体制の強化
の取組、3地域移行・地域定着の促進の取組、4権利擁護・虐待の
防止を行います。本市においては、障害者福祉課内に設置してい
ます。

施策10

喫煙禁止路線
環境美化推進地区内で、喫煙を特に禁止する必要があると認める
道路をいいます。

施策23

国史跡武蔵国府跡（国司
館地区）

飛鳥時代から奈良時代前期までの国司館跡及び安土桃山時代か
ら江戸時代前期までの徳川将軍家の府中御殿跡が発掘された、
本市の歴史を象徴する史跡です。現在は第1期整備事業により整
備した広場を一般公開しており、今後は第2期整備事業としてにぎ
わい施設の整備を進めます。

施策43

クラウドファンディング
事業を実施する際などに、インターネットなどを通じて不特定多
数の人に資金提供を呼び掛け、趣旨に賛同した人から資金を集め
る方法をいいます。

施策108

クリーンエネルギー
環境への負荷が少なく、温室効果ガス、硫黄酸化物、窒素酸化物な
ど大気汚染物質の排出量が少ないエネルギーのことをいいます。

施策22

計画相談

障害のある人が地域で自立した生活を送るために必要な福祉
サービスを適切に利用できるよう、相談支援専門員が本人や家族
と面談し、サービス等利用計画を作成・見直し・調整する支援のこ
とです。

施策10

景観行政団体
良好な景観の形成に関する計画（景観計画）を定めることができ、
条例で必要な規制を設けることも可能な地方公共団体のことをい
います。

施策55

景観協定
景観法で定められた制度であり、一定区域内の住民全員の合意で
つくられる、地域の魅力的な景観の形成に関する事項を定めた協
定のことです。

施策53、
施策55

ゲートキーパー
悩んでいる人に気付き、声を掛け、話を聞いて、必要な支援につな
げ、見守る人のことです。

施策1

けやき並木
施策58では、馬場大門のケヤキ並木を中心とした区域一帯のこと
をいいます。

施策58

元気いっぱいサポーター
健康づくりに前向きに取り組み、周りに伝え、地域をつなげ、市全
体を元気にしてくれるボランティアのことをいいます。

施策1

権利擁護センターふちゅ
う

府中市社会福祉協議会に設置されており、認知症や疾病などによ
り物事の判断に誰かの手助けを必要とする人や日常生活におい
て福祉等の課題を抱えている人に対して、自分らしく安心して地域
で暮らしていけるよう支援しています。

施策19

公共サイン
周辺地域の案内や公共施設への誘導などを目的として設置され
る、不特定多数の人が利用する公共性の高い標識、地図、案内誘
導板のことをいいます。

施策55
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233

用語 説明 本文掲載箇所

合理的配慮の提供

障害のある人から社会的障壁の除去を必要としている旨の意思の
表明があった場合に、その実施に伴う負担が過重とならない範囲
で、社会的障壁を除去するための必要かつ合理的な取組を行うこ
とをいいます。

施策10

心のバリアフリー
様々な心身の特性や考え方を持つ全ての人々が、互いを理解し、コ
ミュニケーションをとり、支え合うことを目指す考え方です。

施策19

こ線橋 鉄道線路の上にまたがって設けた橋のことをいいます。 施策57

子育てひろば
子育て中の親同士の交流や親子の触れ合いの場として提供してい
ます。親子が気軽に集い、打ち解けた雰囲気の中で語り合い、相互
に交流を図る場です。

施策3

固定的性別役割分担意識
本来、個人の能力等によって役割の分担を決めることが適当であ
るにもかかわらず、「男は仕事、女は家庭」といった、性別に対する
思い込みに基づいて固定的に役割を分ける考え方のことです。

施策35

子ども家庭支援センター

子育て家庭からの育児などの相談や子ども自身からの相談に応じ
るほか、親子の交流の場を提供し、子育てをしている人の仲間づく
りや子育てに関する情報提供など、子育て家庭への支援を行う施
設です。

施策3

こども家庭センター

母子保健法及び児童福祉法に定められた施設で、妊産婦並びに
子ども及びその保護者に対し、母子保健及び子育て支援に関する
事業を実施することにより、妊娠期から子育て期にわたる切れ目
ない支援を行っています。本市では、子育て世代包括支援センター

「みらい」を位置付けています。

施策4

子ども緊急避難の家
子どもが犯罪に巻き込まれそうになった緊急時に、登録している
個人住宅や店舗等に一時保護してもらう制度をいいます。

施策51

子ども・子育て支援新制度
平成27年（2015年）に開始した制度で、全ての子育て家庭を対象
に、教育・保育・地域の子育て支援を総合的に充実させることを目
的としています。

施策6

子ども食堂
子どもが一人でも行くことのできる無料又は低額の食堂で、地域
の居場所となっています。

施策3

こども誰でも通園制度

令和8年度（2026年度）から全国で本格実施される新しい保育制
度です。現行の幼児教育・保育給付に加え、原則0歳6か月から満3
歳未満を対象に、保護者の就労状況や理由を問わず、月一定時間
まで時間単位等で柔軟に利用できる新たな通園給付です。

施策6

子ども発達支援センター

発達や学校生活などに不安等を抱える子どもとその保護者を対象
とした、日常生活における基本的動作、必要な知識や技能、集団生
活への適応のための訓練等及び相談支援、家族・地域支援を行う
地域の中核的な施設です。

施策12

コミュニティ圏域
11か所の文化センターを中心として、市内を11に区分けしたエリ
アをいいます。文化センター圏域ともいいます。

施策38
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さ行

最終処分場
資源化できなかった廃棄物の焼却灰を処理する、廃棄物が最終的
に行きつく施設のことです。一般的には埋め立てを行いますが、東
京たま広域資源循環組合ではエコセメント化を行っています。

施策27

再生可能エネルギー
有限な資源である化石エネルギーでなく、太陽光や風力などの自
然界に常に存在し、永続的に利用できるエネルギーのことです。

序論、
重点プロジェクト、
施策22

ささえ隊ネット

本市では、認知症サポーターを独自に「ささえ隊」と呼んでいます。
認知症サポーター養成講座を受講後、地域における支援活動に参
加する意思がある市民が「ささえ隊ネット」に登録し、見守りや声
掛け、地域イベントでの支援、啓発活動への協力などの地域支援
活動を行っています。

施策8

サポートルーム
教室に入りづらさを感じている児童・生徒等が安心して過ごせる
よう、全ての市立小・中学校に設置している居場所です。

施策48

指定管理者制度

市民が利用する公共施設等について、設置者である地方公共団体
に代わり、民間企業やNPO法人等が管理を行う制度です。PPPの
一手法であり、民間のノウハウを活かすことで、市民サービスの向
上と経費の削減等が期待されます。本市では、生涯学習センター、
市民活動センタープラッツ等に導入しています。

施策21、
施策39

シニアクラブ

地域を基盤とする高齢者の自主的組織で、原則、同一小地域内に
居住する60歳以上の人が30人以上集まって組織されています。自
らの生きがいを高め、健康づくりを進める活動とボランティア活動
を始めとした地域を豊かにする各種活動との均衡を図りながら、
多様な社会活動を総合的に実施しています。

施策7

シビックプライド
まちへの「誇り」、「愛着」、「共感」を持ち、「まちのために自ら関わっ
ていこうとする気持ち」のことをいいます。

施策63

社会的障壁
障害がある人にとって日常生活又は社会生活を営む上で障壁とな
るような、社会における事物、制度、慣行、観念その他一切のもの
をいいます。

施策10

重層的な支援
施策48では、不登校の状態にある児童・生徒に対して、複数の支
援を段階的かつ多面的に組み合わせて提供する支援の在り方を
いいます。

施策48

循環型社会
限りある資源を効率的に利用し、廃棄物を最小限に抑えるととも
に適正に循環利用と処分を行うことで、環境負荷を軽減し、持続
可能な社会の実現を目指す考え方のことです。

施策26

生涯学習サポーター

市民の多様な学習機会の充実と知識の活用を図るため、文化・芸
術活動などの専門的知識・技術を持つ人を、指導者として生涯学
習サポーターに登録し、市民学習グループなどの求めに応じて紹
介しています。

施策39

食育推進リーダー
食育を広く推進していくことを目的に、地域における食育推進の担
い手となるボランティアのことをいいます。

施策1
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